
 

～新渡戸記念の～  

『言葉の院外処方箋』 
                新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

第 20 回『「受け入れることで はじめて見えてくる ものがある」 

〜 ひたすら走る 〜』 

 

中島秀一 先生より、新刊『二十一世紀の家族』が送られて来た（画像 1）。『全

２９２頁  全１９章の本です。 第１４章「新しい家族関係の創出」と、第１８

章「日本文化と日本人」の中で、樋野先生 と がん哲学外来、樋野先生と 武士

道 について 書かせて頂きました。』と お手紙に記載されていた。 大いに感

動した。 本書には、新渡戸稲造（1862-1933）のことも多数、記述されている。 

中島秀一 先生の人生は、 

1) 私が受けた試練は、世の常であること 

2) 私が受けた試練は、耐えられること 

3) のがれる道が、備えられていること 

 

まさに「後ろのものを忘れ、前のものに全身を向けつつ、― 目標を目指してひ

たすら走ることです」（フィリピ 3章 13 節、14節）であろう。 

 

『がん哲学外来さいわいカフェ in 茨城・筑西』代表：海老澤 規子 氏からは、

タイミング良く 絵葉書「受け入れることで はじめて見えてくる ものがある」

(『日めくり  人生を変える言葉の処方箋』)が 送られて来た（画像 2）。 大い

に感激した。 
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